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ライカ手術用顕微鏡鏡システムをお買い上げいただき、まことにありがとうござい
ます。
弊社は、簡単で分かりやすい製品の開発に努めております。しかしながら、本製品
の機能を充分にお使いいただくためにも、この取扱説明書をよくお読みくださるよ
うお願いいたします。
ライカ マイクロシステムズの製品とサービス、および連絡先については、弊社ウェ
ブサイトをご覧ください：

www.leica-microsystems.com

皆様が、このライカ マイクロシステムズ手術用顕微鏡の品質、性能にご満足いただ
けることを願っております。

Leica Microsystems (Schweiz) AG
Medical Division
Max-Schmidheiny-Strasse 201
CH-9435 Heerbrugg
Tel: +41 71 726 3333

免責条項
すべての仕様は予告なく変更されることがあります。
本書で説明するのは、機器の操作に直接関係する情報です。医学的判断は、あくま
でも医師の責任においてなされる必要があります。
ライカ マイクロシステムズは、製品の使用にかかわる重要な領域を漏れなく、分か
りやすく説明する取扱説明書の作成に向けて最善の努力を尽くしています。製品の
使用に関して追加情報が必要な場合は、お取引ディーラーまでお問い合わせくだ
さい。
ライカ マイクロシステムズの医療用製品は、製品の使用方法と性能を充分に理解
したうえでご使用いただけますようお願い申し上げます。

製造者責任
弊社が負う責任については、弊社の標準取引条件を参照してください。この免責条
項のいかなる文言も、関係法規の許容しない形で弊社の責任を制限するものでは
なく、また法規の除外しない弊社の責任のいかなる部分も除外しないことを明言し
ます。



﻿

	 GLOW800/注文番号 10 748 652/バージョン 01	 3

目次
1	 はじめに	 4

1.1	 本説明書について	 4
1.2	 本書で使用する記号	 4

2	 安全上の注意	 4
2.1	 使用目的	 4
2.2	 適応	 4
2.3	 対象患者	 4
2.4	 対象ユーザー	 4
2.5	 使用時の危険	 5
2.6	 装置管理責任者のための情報	 5
2.7	 標識とラベル	 5

3	 説明	 6
3.1	 機能	 6
3.2	 構造	 6

4	 操作部	 7
4.1	 ハンドル	 7
4.2	 フットスイッチ	 7
4.3	 ステータス LED	 8
4.4	 GUI の起動	 8

5	 概要	 9
5.1	 2D および 3D 表示	 9
5.2	 蛍光観察モード	 10
5.3	 蛍光表示のレイアウト	 10

6	 GLOW800 の設定の変更	 12
6.1	 蛍光設定	 13
6.2	 強度	 15
6.3	 BrightCare	 16
6.4	 疑似色の選択	 16

7	 記録	 18
7.1	 録画の開始 /画像の保存	 18
7.2	 再生	 18

8	 操作の準備（ARveo 8）	 19
8.1	 GLOW800 設定によるプロファイルの選択	 19
8.2	 新規術者プロファイルの作成	 19

9	 照明および機能の確認と調整	 25
9.1	 使用前のチェックリスト（GLOW800）	 25
9.2	 テストカード	 26
9.3	 準備	 26
9.4	 テストカード機能領域	 27

10	 操作	 28
10.1	 GLOW800 の使用	 28
10.2	 GLOW800 の機能の操作	 28

11	 お手入れとメンテナンス	 29

12	 廃棄	 29

13	 こんなときは ...	 30
13.1	 キャリブレーション	 30
13.2	 コントロールユニット	 30
13.3	 制限	 30
13.4	 ユーザーによる補正	 31
13.5	 不具合	 32
13.6	 内蔵録画システム	 32

14	 テクニカルデータ	 33
14.1	 GLOW800 テクニカルデータ	 33
14.2	 対応システム	 33
14.3	 周囲条件	 33

15	 電磁適合性（EMC）に関する製造者の宣言	 34



はじめに

4	 GLOW800/注文番号 10 748 652/バージョン 01

1	 はじめに
1.1	 本説明書について
本取扱説明書では、ARveo 8（10449157）と組み合わせた GLOW800 の
機能について説明します。ARveo 8（10449157）の情報および説明につ
いては、対応する取扱説明書を参照してください。

本書では、本装置を使用するうえでの注意事項のほかに、
安全上の重要な情報を説明しています（4ページ、2 章
「安全上の注意」参照）。

	X 装置を操作する前に、本説明書をよくお読みください。

1.2	 本書で使用する記号
本書で使用する記号の意味は、以下の通りです。

記号 アラート 意味

警告 重大な死傷事故につながるおそれのある 
危険な状況あるいは不適切な使用方法を示
します。

注意 軽度ないし中程度の負傷事故につながるお
それのある危険な状況あるいは不適切な使
用方法を示します。

注意事項 正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、少なからぬ物的・金銭的・環境的な損害
を受ける恐れがあります。

本製品を技術的に適切かつ効率的な方法で
使用するのに役立つ情報です。

	X  行動の必要：ここで指定された行動を取る必
要があることを示します。

2	 安全上の注意
GLOW800 を装備したライカ手術用顕微鏡には、最新の技術が駆使さ
れています。しかしながら、使用に伴う危険がまったく存在しないわけ
ではありません。
	X 本書および ARveo 8 の取扱説明書に記載されている指示、とくに
安全上の注意事項を必ず順守してください。
	X 法令により、本装置の販売は、免許を持つ医師の注文による場合ま
たはその指示による場合のみに制限されます。

2.1	 使用目的
GLOW800 は、およそ 750 nm～ 800 nm に励起ピークを持つ蛍光体
の蛍光を観測し、得られた約 800 nm 以上のスペクトルバンドでの蛍光
発光を観察するのに用います。

2.2	 適応
GLOW800 は、ライカ手術用顕微鏡向けのアクセサリーで、術中の脳血
管領域の血流、冠動脈バイパス（CABG）手術におけるバイパスグラフト
内の血流、形成・再建手術における血流を観察するのに使用します。

禁忌
蛍光媒体と組み合わせた GLOW800 の使用にあたって適用される医学
的禁忌は、適切なブランドの物質および最新の検査技術を使用する際
に考慮すべき禁忌です。

警告

眼の負傷の危険。
	X GLOW800 は眼科用には使用しないこと。

2.3	 対象患者
想定される対象者は、使用目的で定義された処置を受ける患者です。

2.4	 対象ユーザー
GLOW800 は専門家による使用を想定して設計されています。ユーザー
は、対応する技術的資格を有し、機器の使用について訓練を受けてい
る必要があります。
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2.5	 使用時の危険

警告

滅菌されていない GLOW800 テストカードによる感染の危険
	X 清潔環境で GLOW800 テストカードを使用しないでくだ
さい。
	X 非清潔環境でのみ使用してください。
	X 顕微鏡照明の点検は、非清潔環境でのみ行ってください。 
	X ARveo 8 が正確に同焦点設定されるように留意してくださ
い。同焦点の設定に関する指示に従ってください。

警告

蛍光機能がプログラムされていない術者プロファイル
	X 正しい術者プロファイルを選択します。
	X 術前チェックを行います。
	X 顕微鏡の照明ランプが許容範囲内にあるかどうか確認しま
す（ARveo 8 の取扱説明書を参照してください）。

警告

未承認の蛍光媒体を使うと患者が負傷する危険があります。
	X 目的の用途のために承認された蛍光媒体のみを使用してく
ださい（例：インドシアニングリーン（ICG））。

注意

GLOW800 の過度の照射により患者が負傷する危険があります。
GLOW800 モードは 180 秒後に自動的に無効になりますが、
GLOW800 を長時間、あるいは頻繁に使用すると、患者の皮膚
や組織にダメージを与えます。
	X 患者が GLOW800 の照射に過度に曝されないようにしてく
ださい。

注意

ユーザーへの注意。
	X 手術前に 3D 表示の見え方を確認してください。3D 表示を
使いこなせない場合は 2D 表示に切り替えてください。

2.6	 装置管理責任者のための情報
	X GLOW800 を使用する際、ICG/GLOW800 の手順による血流の可視
化が不十分またはできない場合、ドップラー超音波などを用意する
ようにしてください。

2.7	 標識とラベル
銘板

UDI ラベル

������������������
����������
�������������

製品 ID (PI)
シリアル番号
製造日

GS1 データマトリクスコード
装置 ID (DI)

必須ラベル
装置を操作する前に、本取扱説明書をよくお読みください。取扱説明書
の電子版の Web アドレス。
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3	 説明
3.1	 機能
GLOW800 は ARveo 8 のオプションアクセサリーで、ユーザーが蛍光試
薬（ICG）の近赤外（NIR）蛍光（FL）を励起させて観察できるようにな
ります。フィルター処理された蛍光試薬（ICG）からの NIR 蛍光信号が 
GLOW800 の NIR 高感度ビデオカメラで取得され、顕微鏡のコンピュー
ティングユニットで処理されます。近赤外光は手術用顕微鏡で観察する
ことはできませんが、録画され、モニターに表示されます。

3.2	 構造
3.2.1	 GLOW800 を取り付けた M530 オプティクス 

キャリア

1
2

3
4
5
6

7

8

1	 GLOW800
2	 対向アシスタント用ポート、360° 回転式
3	 対向アシスタント調整フォーカス
4	 側視または対向アシスタントの切り替え
5	 左 /右側の側視アシスタント用ポート
6	 蛍光モジュール（オプション）
7	 M530 オプティクスキャリア
8	 術者用ポート、360° 回転式

3.2.2	 GLOW800 コンポーネントを装備した ARveo 8 
手術用顕微鏡

1

2

3

455

1	 M530 オプティクスキャリア
2	 ビデオモニター
3	 コントロールユニット、タッチパネル付き
4	 GLOW800 フィルターを取り付けた照明ユニット
5	 ハンドル
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4	 操作部
4.1	 ハンドル

1

2

4

3

5

4

1

2

工場出荷時設定の機能割当て
1	 倍率
2	 4 機能ジョイスティック
3	 作動距離
4	 全ブレーキ解除
5	 選択したブレーキのみ解除

ハンドルのボタン（1）、（2）、（3）および（5）は、設定メニュー
でユーザーごとに機能を割り当てることができます。
全てのプリセットにおいて、ボタン（4）には常に全ブレーキ解
除が割り当てられます。このボタンは設定できません。ジョイス
ティックとその他のボタンについては、ユーザーの使用目的に
適したプリセットが利用できます。

 GLOW800 用ハンドルの一般的な設定

前のループ

左ハンドル 右ハンドル

GLOW800 ループ再生

ランプ+機能なし

ビデオを録画
画像
撮影

ランプ-

4 機能ジョイスティック（2）を使用して GLOW800 の一般的な設定で定
義されているように GLOW800 を制御することをお勧めします。ただし、
各ユーザーのニーズに合わせて、設定メニューでハンドルのボタン（1）、
（2）、（3）、（5）を個別に割り当てることも可能です。
全てのプリセットにおいて、ボタン（4）には常に全ブレーキ解除が割り
当てられます。このボタンの割り当ては変更できません。

4.2	 フットスイッチ
フットスイッチ、12 機能（個別に割当て可能）

1 1

6

7

8

9

2

3

4

5

Y+

Y–

X– X+

1	 機能なし
2	 ランプ +
3	 作動距離 –
4	 倍率 +

5	 割当てなし
6	 ランプ –
7	 作動距離 +
8	 倍率 –
9	 割当てなし

設定メニューで、各ユーザーに個別にフットスイッチの割当て
を行うことができます（24ページ、8.2.6 章「フットスイッチ
の構成」参照）。

GLOW800 の機能をハンドルに割り当てる方法については、
（22ページ、8.2.5 章「ハンドルのボタンへの GLOW800 機
能割当ての例」参照）。
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4.3	 ステータス LED
スタンドの C アームに取り付けられた LED は術者の視界の近くにあり、
顕微鏡の蛍光と記録の状態に関する情報を知らせます。

4.3.1	 ARveo 8 ステータス LED

1
2

1	 蛍光ステータス LED
2	 記録ステータス LED

蛍光ステータス LED（1）は蛍光の機能状態を示します。
	 オフ：	� 蛍光なし、 

白色光モード
	 青：	 FL400 が有効
	 青緑：	 FL560 が有効
	 赤紫：	 GLOW800 が有効

記録ステータス LED（2）は以下のように点灯します。
	 赤：	 GLOW800 ループ記録が進行中

	 緑：	 GLOW800 再生モード

4.4	 GUI の起動
GLOW800 の起動・終了はハンドルのボタンのほか、タッチスクリーン
のパネルからも行うことができます。モードアイコン（1）をタップすると、
利用できる蛍光モードのメニューが表示されます。モードを選んでタッ
プすると、そのモードが直ちに有効になります。「白色光」をタップする
と白色光モードに戻ります。

1
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5	 概要
5.1	 2D および 3D 表示

1

ライカの手術用顕微鏡システム ARveo 8 用のオプションの Heads-up 
Microsurgery アクセサリーは、可視化装置上に術野を 2D または 3D（立
体視）で表示します。

これにより術野の観察中も直立姿勢を保てるため、この技術は人間工
学的なメリットをもたらします。
Heads-up Microsurgery アクセサリーには、カート搭載のモニターが含
まれており、フレキシブルに最適な表示位置を設定することができます。
詳細については、Heads-up Microsurgery の取扱説明書を参照してく
ださい。

カート上の外付けモニター（5）と 3D 眼鏡を併用することで、立体的な 
3D 画像を表示させることができます。

スタンドモニター（2）は、ユーザーの選択した構成に応じて 2D 対応、
3D 対応のどちらも提供できます。

3D 対応モニターでは、可視化機能の要求に応じて 2D モード
と 3D モードが自動的に切り替わります。詳しくは、Heads-Up 
Microsurgery の取扱説明書を参照してください。

3D 眼鏡
カート上の外付け 3D ビデオモニターおよび 3D スタンドモニターに対
しては、以下の 3D 眼鏡が提供されます。

ライカ マイクロシステムズ提供の眼鏡 10747283

プラスチックフレーム眼鏡

クリップオンゴーグル

注意

ユーザーへの注意。
	X 手術前に 3D 表示の見え方を確認してください。3D 表示を
使いこなせない場合は 2D 表示に切り替えてください。
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5.2	 蛍光観察モード
GLOW800 では、蛍光ビデオ信号を観察するのに次の 2 種類のモード
が利用できます。

5.2.1	 タイプ A：疑似色モード（疑似色オン） 
白色光によるオブジェクト像に蛍光信号を擬似色で埋め込み、ビデオ 
#1A

白黒（モノクロ）蛍光像、ビデオ #2A

5.2.2	 タイプ B：白黒（モノクロ）モード（疑似色オフ）
白色光オブジェクト像、#1B

白黒（モノクロ）蛍光像、ビデオ #2B

5.3	 蛍光表示のレイアウト
下記の可視化設定は、「設定を見る」画面の「術者設定」の項目であら
かじめ定義できます。表示の各選択肢に対して、白黒および /または疑
似色像をモニター上のどこに表示させるかを決めることができます。そ
のためには、表示させたい像をドラッグして、ディスプレイ上の希望す
る場所にドロップします。
	X「術者設定」（12ページ、6 章「GLOW800 の設定の変更」参照）
を開きます。
	X「設定を見る」ボタンをタップします。
「設定を見る」画面が開き、モニター上の像の配置について、3 つ
の選択肢が示されます：単一画像（1）、ピクチャーインピクチャー
（2）、サイドバイサイド（3）

1 2 3

5.3.1	 単一画像表示

モニターに単一のビデオを表示します。疑似色・白黒いずれも可能です。
	X 単一画像表示のオプション（1）をタップします。
	X タッチパネルのドラッグ＆ドロップ機能を用いて、疑似色または白
黒ビデオ録画をスタンドモニター上に配置します。
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5.3.2	 ピクチャーインピクチャー
モニターに疑似色および白黒のビデオをピクチャーインピクチャー形式
で表示します。
	X ピクチャーインピクチャー表示のオプション（2）をタップします。
	X タッチパネルのドラッグ＆ドロップ機能を用いて、疑似色または白
黒ビデオ録画をそれぞれ大小いずれかの画面でスタンドモニター
上に配置します。

5.3.3	 サイドバイサイド

モニターに疑似色および白黒のビデオをサイドバイサイド形式で表示
します。
	X サイドバイサイド表示のオプション（3）をタップします。
	X タッチパネルのドラッグ＆ドロップ機能を用いて、疑似色または白
黒ビデオ録画をそれぞれスタンドモニター上の左右いずれかに配
置します。

「設定を見る」画面の疑似色画像は、説明のための便宜的なものです。
疑似色として「緑」「青」のいずれを選んでも、「設定を見る」画
面での表示は「緑」になりますが、モニターにはユーザーが選
択した疑似色が正しく表示されます。
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5.3.4	 蛍光ビデオの録画

GLOW800 でビデオを録画すると 2 つのビデオが作成されます。

1.	 第 1 は常に白黒のビデオストリームです。
2.	 第 2 のストリームは、「AR 設定」（16ページ、6.4 章「疑似色の選
択」参照）で定義されたものを記録します。
•	 「疑似色」がオフの場合

•	 白色光下のオブジェクトのビデオのみ
•	 「疑似色」がオンの場合

•	 白色光下のオブジェクト像に疑似色蛍光の情報をオーバー
レイ

ARveo 8 に有効な 3D ライセンスをインストールし、3D 録画を
有効にすると、GLOW800 のビデオ録画機能で 4 つの動画、す
なわち各チャンネル（左と右）に対して、上記の 2 つの動画が
生成されます。 3D 録画の詳細については、ARveo 8 の取扱説
明書を参照してください。

6	 GLOW800 の設定の変更

1

	X「ライブ画面」ページの左上のメニューアイコン（1）をタップします。
「オプション」画面が表示されます。

2

	X「術者設定」アイコン（2）をタップします。
「術者設定」画面が表示されます。
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6.1	 蛍光設定
	X「術者設定」画面を開きます。
	X「蛍光設定」アイコンをタップします。
「蛍光設定」画面が表示されます。

6.1.1	 GLOW800 の明るさ（励起強度）

推奨される励起設定
高倍率および長い作動距離で良好な蛍光視認性を得るため、
「励起」の設定（1）は 100  % が既定値かつ推奨値となってい
ます。

1

	X スライダーを用いて「励起」設定（1）を調整します。
	X「戻る」を繰り返し押して「オプション」画面に戻ります。
設定を保存するよう促される場合があります。
	X 設定をプロファイルに保存するか、1 回のみ使用した後に変更を破
棄するかを選択します。
	X「X」を押します。
ライブ画面が表示されます。

6.1.2	 しきい値
「下側しきい値」および「上側しきい値」により、白色光蛍光表示での蛍
光強度の範囲を指定することができます。2 つのスライダーで上下のし
きい値を指定することで、低強度の信号（ノイズなど）または高強度の
信号のフィルタリングが可能になります。デフォルト値は、下側しきい値
が 0 %、上側しきい値が 100 % で、この設定では蛍光信号の全範囲が
観察可能です。

1 2

	X スライダーを用いて「上側しきい値」（1）と「下側しきい値」（2）を
増減させます。

 
3

	X ライブ画面から回転式メニュー（3）を用いて「下側しきい値」の値
を調整します。
上側しきい値と下側しきい値との間は常に 10 % の差が維持されて
います。
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テストカードを用いると、「しきい値」機能が蛍光信号にどのように影響するのかを見ることができます。

下側しきい値 0 %、上側しきい値 100 % － すべての蛍光強度を表示

Leica GLOW800

!

10 746 513-xx

0   1     2    3    4    5    6    7     8    9

Please read the Leica 
GLOW800 user manual!

白黒の蛍光観察 
（ビデオモニター）

白黒 + 蛍光観察
（ビデオモニター）

下側しきい値 60 %、上側しきい値 100 % － 中強度から高強度のみを表示

!

10 746 513-xx

Please read the Leica 
GLOW800 user manual!

0   1     2    3    4    5    6    7     8    9

Leica GLOW800

白黒の蛍光観察 
（ビデオモニター）

白黒 + 蛍光観察
（ビデオモニター）

下側しきい値 40 %、上側しきい値 70 % － 中強度から高強度のみを表示

Leica GLOW800

!

10 746 513-xx

A������ A

Please read the Leica 
GLOW800 user manual!

0   1     2    3    4    5    6    7     8    9

白黒の蛍光観察 
（ビデオモニター）

白黒 + 蛍光観察
（ビデオモニター）
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6.2	 強度
「強度」スライダー（1）で、オブジェクトの細部に関して蛍光のコントラ
スト、明るさおよび透明度を調整します。強度の値は 0 %～ 100 % です。
デフォルトは 50  % です。蛍光は全パーセンテージ範囲で目に見えます。
たとえば強度 0  % では蛍光は辛うじて見える程度で、白色光像が支配
的であるのに対して、強度 100  % では蛍光像が大きく増強され、支配
的となります。

1

2

	X ライブ画面から回転式メニュー（2）を用いて「下側しきい値」の値
を調整します。

最小強度設定 – 0 %

中間強度設定 – 50 %

最大強度設定 – 100 %
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6.3	 BrightCare
技術的な理由により、短い作動距離で倍率を大きくすると、蛍光強度に
影響が出ますが、GLOW800 用 BrightCare による励起強度の制限を解
除することで、励起強度および蛍光強度を上げることができます。

注意

GLOW800 の過度の照射により患者が負傷する危険があります。
GLOW800 モードは 180 秒後に自動的に無効になりますが、
GLOW800 を長時間、あるいは頻繁に使用すると、患者の皮膚
や組織にダメージを与えます。
	X 患者が GLOW800 の照射に過度に曝されないようにしてく
ださい。

	X「蛍光設定」の GLOW800 タブで GLOW800 用 BrightCare（1）を無
効にします。

この変更を保存しないと、術者プロファイルにおいて GLOW800 用 
BrightCare が無効なのはセッションが終了するまでとなります。

1

BrightCare 機能の詳細については、ARveo 8 の取扱説明書を
参照してください。

蛍光視認性
GLOW800 の機能により、顕微鏡のパラメータや ICG 投与量の広い範
囲にわたって、良好な画質の画像が得られるように蛍光視認性が自動
調節されます。
しかし次式で示されるように、最適化のためには、下記のパラメータが
蛍光視認性に影響します。

FL 視認性 =
光量 × 投与量

Mag2 × WD2

FL 視認性：	 蛍光の明るさ/画面の見やすさ
光量：	 顕微鏡の励起強度
投与量：	 ICG 注入量（mg/kg）
Mag.:	 倍率
WD：	 作動距離

ICG 投与量は麻酔科医または術者が決定します。

•	 「励起」による励起強度の設定が低いとき、および /または ICG 投与
量が小さいときは、特に高倍率および /または長い作動距離で、蛍
光視認性が低くなります。低倍率あるいは短い作動距離でも、蛍光
視認性あるいは蛍光の明るさの低下が認められる場合があります。

•	 「励起」による励起強度の設定、および /または ICG 投与量を増大
させると、特に高倍率および /または長い作動距離で蛍光視認性が
高くなり、これら 2 つの光学的パラメータの低下が補償されます。

照明システムの効率が低下したり、キセノンランプの寿命が近
づくと、蛍光視認性は標準的条件下でも低下する可能性があり
ます。

GLOW800 モードを使用するとき、作動距離および倍率には既
定の制限値があります。GLOW800 モードへ切り替える前に作動
距離と倍率がこの制限値を超えていると、GLOW800 モードへ切
り替えたときに作動距離と倍率が引き下げられるため、画像の
焦点が合わなくなります。
画像のピントを戻すには、顕微鏡の位置を変える（作動距離制
限値を満たすか、作動距離制限値より近づける）必要があります。
作動距離および倍率の制限の調整については、ライカ マイクロ
システムズまでお問い合わせください。

6.4	 疑似色の選択
	X「術者設定」画面（12ページ、6 章「GLOW800 の設定の変更」参
照）に移動します。
	X「AR 設定」アイコンをタップします。
「AR 設定」画面が開きます。
「AR 設定」画面でモニターへの表示について疑似色を設定するこ
とができます。
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疑似色設定「緑」または「青」
モニター上の蛍光信号の「疑似色」として、「緑」（1）または「青」（2）が選択できます。 色は「AR 
設定」画面に示されます。

1 2

テストカードを使用すると、モニター画像上の蛍光擬似色は下図のようになります。

「緑」 「青」

Leica GLOW800
10 746 513-xx

0     1      2      3     4      5     6      7      8      9

A������ A

Please read the Leica 
GLOW800 user manual!

Leica GLOW800

Please read the Leica 
GLOW800 user manual!

10 746 513-xx

0     1     2     3     4     5     6     7     8     9

A������ A

「疑似色」を無効にするとモニターの表示は下記のようになります。
•	 「単一画像」モードでは白黒の蛍光画像、または
•	 「設定を見る」画面（（10ページ、5.3 章「蛍光表示のレイアウト」参照）での設定により、ピクチャーインピクチャーまたはサイドバイサイド
形式で白黒蛍光画像とデジタル白色光画像

•	 疑似色：GLOW モードでのカラー表示
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7	 記録
7.1	 録画の開始 /画像の保存
ハンドルまたはフットスイッチの割り当てられたボタンでGLOW800 を
有効または無効にすると、録画も自動的に開始または停止されます。 3 
分後にモードと録画が自動的に停止され、白色光モードに戻ります。ま
た、ハンドルまたはフットスイッチの割り当てられたボタン、あるいは
タッチパネル上のカメラアイコン（2）を用いて GLOW800 画像を撮影
することができます。

1 2

内蔵録画システムの使い方の詳細については、ARveo 8 手術用
顕微鏡の取扱説明書を参照してください。

7.2	 再生
7.2.1	 ハンドル使用

	X 顕微鏡ハンドルに割り当てられた「ループ再生」ボタンを押して、最
後に記録したGLOW800 のループを再生します。
再生画像はモニターのみに表示され、表示画像に黄色の枠がつき
ます。
	X「ループ再生」ボタンをもう一度押すと再生が停止します。
	X 顕微鏡ハンドルの「前のループ」ボタンを押すと、同じセッションで
の過去の GLOW800 ループが切替え再生されます。
	X 割り当て可能な機能の一覧については ARveo 8 の取扱説明書を参
照してください。

7.2.2	 タッチパネル使用
また、グラフィカルユーザーインターフェース（GUI）からループ再生（1）、
前のループ（2）の機能を起動することも可能です。

1 2 3

	X「データのレビュー」アイコン（3）をタップして、録画の閲覧・エク
スポートのためのリストを表示させます。

次のメニューが表示されます。

2 3

 
	X「匿名」のチェックボックス（2）をタップします。

現在の患者の氏名を明示したいときは ARveo 8 の取扱説明書の該当の
章を参照してください。
	X「プレビュー＆エクスポート」ボタン（3）をタップします。
録画と保存済み画像のリストが表示されます。
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	X サムネイルをタップすると、その動画または静止画を見ることがで
きます。

動画または静止画の詳細表示がタッチパネルに表示されます。

4

ビデオプレーヤーはタイムラインに沿ってスクロールできます。拡大ア
イコン（4）をタップすると、再生画像がモニターとタッチパネルに表示
されます。

8	 操作の準備（ARveo 8）
8.1	 GLOW800 設定によるプロファイル

の選択

 
	X「術者の選択」画面で GLOW800 プロファイルがすでに定義されて
いる術者プロファイルを選択します。
	X 術者プロファイルがまだ定義されていない場合は、新規術者プロ
ファイルを作成します。

8.2	 新規術者プロファイルの作成
8.2.1	 新規プロファイル詳細の登録

	X「術者の選択」画面で「新規作成」ボタン（1）をタップします。

1

「新規術者プロファイルの作成」画面が開きます。
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	X 少なくとも術者プロファイルの必須項目、すなわち名と一意的な 3 
文字略語を入力します。* のついたフィールドが必須項目です。

設定を保護するために姓と「パスコード」を入力することがで
きます。他の術者やスタッフによる不用意な改変を避けるため、
入力が推奨されます。「パスコード」は確認のため 2 回入力す
る必要があります。

1 2

「コピー」（1）または「新規作成」（2）を押します。
•	 「コピー」機能（20ページ、8.2.2 章「GLOW800 の「_血管」また
は「_血管 + IGS」プリセット、または既存の術者プロファイルから
設定をコピー」参照）では、プリセットまたは既存の術者プロファイ
ルをコピーし、これを必要に応じて修正することができます。

•	 「新規作成」機能（21ページ、8.2.3 章「新規プロファイルの作成」
参照）では、空のユーザー入力設定リストから設定を行うことがで
きます。

8.2.2	 GLOW800 の「_血管」または「_血管 + IGS」
プリセット、または既存の術者プロファイルから
設定をコピー

この章では、既存の術者プロファイルまたは工場出荷時の GLOW800 の
「_血管」または「_血管 + IGS」プリセットを利用して、新たに作成し
た術者プロファイルに既存の設定をコピーする方法を説明します。

	X「新規術者プロファイルの作成」画面で「コピー」ボタン（1）をタッ
プします。

1

既存のプロファイルとプリセットが画面に表示されます。

1 2

工場出荷時にプリセットされたプロファイルが最上位に表示さ
れ、通常は先頭にアンダースコアがつきます（例：「_血管」、「_
血管 + IGS」）。
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下記の 2 つの選択肢があります。

GLOW800 の「_ 血管」または「_ 血管 + IGS」プリセットをコピーする 既存の術者プロファイルから設定をコピーする

	X「_血管」または「_血管 + IGS」プロファイル（1）をコピーし、「OK」
（2）で確定します。
ダイアログボックスが閉じ、選択したプロファイルが術者プロファ
イルにコピーされます。左ハンドルのジョイスティックを左へ押す
と GLOW800 モードが有効になります。
	X「新規作成」ボタンを押して新規術者プロファイルを登録します。

	X コピーしたい術者プロファイルをクリックし、「OK」（2）で確定し
ます。
ダイアログボックスが閉じ、選択した術者プロファイルと機能マッ
ピングが、作成した新規術者プロファイルにコピーされます。
	X「新規作成」ボタンを押して新規術者プロファイルを登録します。

「_血管」または「_血管 + IGS」プリセットのコピー、既存の術者プロファイルのコピーのいずれの場合も、「新規作成」を押すとライブ画面が表
示されます。画面右上に術者プロファイルの名称が表示されます（1）。

1

	X 手順に沿ってユーザー入力の設定を行います（22ページ、8.2.4 章「ハンドルでのユーザー入力の設定」参照）。

8.2.3	 新規プロファイルの作成

	X 新規プロファイルを作成します（19ページ、8.2.1 章「新規プロファイル詳細の登録」参照）。
	X 新しい術者データを入力した後、「コピー」でなく「新規作成」ボタンを押して、新しいプロファイルを登録します。
これによって空の設定リストを持つ新規術者プロファイルが登録され、設定が可能になります。
ライブ画面が表示され、画面右上に術者プロファイルの名称が表示されます（1）。

1

	X 手順に沿ってユーザー入力の設定を行います（22ページ、8.2.4 章「ハンドルでのユーザー入力の設定」参照）。
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8.2.4	 ハンドルでのユーザー入力の設定

選択または新たに作成した術者プロファイルのライブ画面が表示され
ていることを確認してください。

1

	X 画面左上のメニューボタン（1）を押して選択肢のリストを表示させ
ます。
選択肢画面が表示されます。

2

	X「術者設定」ボタン（2）をタップします。
「術者設定」メニューが表示されます。

3
	X「ハンドル」ボタン（3）をタップして「ハンドル 左」設定を表示させ

ます。
左ハンドル設定画面が表示されます。

ここでは選択した術者プロファイルのハンドル設定の確認や編集がで
きます。

注意事項

	X 右ハンドルを設定したいときは「右」を選択してください。

8.2.5	 ハンドルのボタンへの GLOW800 機能
割当ての例

以下の例では GLOW800 機能を左ハンドルのボタンに割り当てる方法
を示します。この手順は、他の機能をいずれかのボタンに割り当てる場
合にも適用できます。

	X ハンドル設定画面で GLOW800 モードの有効化を割り当てたいボ
タンをクリックします。
選択したボタンに対する「機能を選択」ポップアップウィンドウが開
きます。
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1

	X「蛍光」タブ（1）を選択します。
利用できる FL 機能のリストが表示されます。

2 3
	X GLOW800 機能（2）を選択し、「確定」（3）をタップして設定を保存
します。

他の機能を選択したいときは「消去」を押して戻り、「キャンセ
ル」を押します。

4 5 6
	X「ループ再生」（4）または「前のループ」（5）を選択し、「確定」（6）
をタップして設定を保存します。
左ハンドルの機能一覧が表示されます。

7

	X 設定の編集が終了したら「戻る」ボタン（7）をタップします。
「術者の設定を保存」ウィンドウが表示されます。

8 9

	X「はい、プロファイルを変更します」（9）を押して設定を保存します。
設定を保存したくないときは「いいえ、今回のみ使用します」（8）を
押します。
	X「戻る」を繰り返し押してメニュー階層を戻り、「オプション」画面に
戻ります。

10
	X「X」（10）を押してライブ画面に戻ります。
ライブ画面が表示されます。
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8.2.6	 フットスイッチの構成
フットスイッチもハンドルと同様に設定することができます。 
	X 編集したい術者プロファイルがロードされていることを確認します。
	X「オプション」→「術者設定」ページで、「フットスイッチ」の設定画
面を開きます。
	X フットスイッチ上の希望するボタンの選択フィールドをタップします。

次の選択メニューが開きます。

1 2

	X 希望する機能を（1）選択し、「確定」（2）で適用します。
選択した機能は選択フィールドに表示されます。
選択肢は、ブレーキを除いてハンドルの場合と同一です。

GLOW800 の割当てを行ったフットスイッチの例

8.2.7	 GLOW800 プリセットの選択
プリセットを利用すると、顕微鏡の GLOW800 機能を迅速に有効化でき
ます。このプリセットプロファイルは使用・変更可能ですが、プロファイ
ル設定に対する変更は保存されません。 そのため、再起動するたびに、
プロファイルの設定はデフォルトに戻されます。

左ハンドルのジョイスティックを左へ動かすことで GLOW800 モードが
有効化または無効化されます。このプリセットは新規術者プロファイル
を作成するときの出発点として利用することもできます（20ページ、
8.2.2 章「GLOW800 の「_血管」または「_血管 + IGS」プリセット、ま
たは既存の術者プロファイルから設定をコピー」参照）。

このプリセットへの変更は保存できないので、完全なワークフ
ローのためには新規術者プロファイルを作成することを推奨し
ます。

1

	X「術者の選択」メニューで「プリセットプロファイルを見る」ボタン（1）
をタップして、インストールしたライセンスに応じてプリセットプロ
ファイルのリストを表示させることができます。
「プリセットプロファイル」のリストが表示されます。
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2

	X「_血管」または「_血管 + IGS」プリセットを選択します（2）。
このプリセットプロファイルを選択すると、ポップアップが開いてプロ
ファイルに関する制限が表示されます。

GLOW800 機能を完全なワークフローに組み込むためには、既存の術
者プロファイルを変更するか、または新規術者プロファイルを追加する
ことを推奨します。

GLOW800 プリセットを選択すると、下記の機能が割り当てられます。

前のループ

左ハンドル 右ハンドル

GLOW800 ループ再生

ランプ+機能なし

ビデオを録画
画像
撮影

ランプ-

左ハンドルのジョイスティックを再度左へ押すと白色光モード
に戻ります。

9	 照明および機能の確認と調整
9.1	 使用前のチェックリスト

（GLOW800）
光学アクセサリーの清掃
	X 光学アクセサリーが清潔かどうか点検します。
	X 塵埃や汚れを取り除きます。

GLOW800 の用途
	X GLOW800 を使用する際、ICG/GLOW800 の手順による血流の可視
化が不十分またはできない場合は、ドップラー超音波などの装置を
用意するようにしてください。

バランス調整
	X 再取付け後、顕微鏡のバランス調整を行ってください（ARveo 8 の
取扱説明書を参照してください）。

立体視を行う場合は、適切な可視化装置があることを確認します。立体
視特有の注意点を確認します。

機能点検 
	X 顕微鏡の電源を入れます。
	X 照明を点灯します。
	X 顕微鏡照明を点検します。
	X テストカードで GLOW800 のテストを行います。

滅菌
	X 滅菌ドレープを取り付けます。

ARveo 8 の滅菌可能なコンポーネントについては、対応する取
扱説明書を参照してください。 
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9.2	 テストカード
GLOW800 の機能の点検・試験、白色光と蛍光画像の調整が正しいこと
の確認、および照明レベルの確認のために、GLOW800 テストカードを
使用する必要があります。

警告

滅菌されていない GLOW800 テストカードによる感染の危険
	X 清潔環境で GLOW800 テストカードを使用しないでくだ
さい。
	X 非清潔環境でのみ使用してください。
	X 顕微鏡照明の点検は、非清潔環境でのみ行ってください。 
	X ARveo 8 が正確に同焦点設定されるように留意してくださ
い。同焦点の設定に関する指示に従ってください。

テストを以下のように準備してください。

Leica GLOW800

Please read the Leica 
GLOW800 user manual!!

10 746 513-01

0      1      2      3      4      5      6      7      8     9

4 2 2

1 22

3

1	 段階的に下がる NIR 強度領域（0 = 明～ 9 = 暗）
2	 4 つの異なる白色光色領域を含む低強度 NIR 蛍光領域
3	 丸い点の高強度 NIR 蛍光信号
4	 テストカードを固定するための穴

5	 GLOW800 モードおよび白色光下でのカラーバランスのための色
見本

6	 高強度蛍光の見本
7	 製造ロット
8	 テストカードの有効期限
9	 GLOW800 モードでのみ表示される記号

9.3	 準備
警告

蛍光機能がプログラムされていない術者プロファイル
	X 正しい術者プロファイルを選択します。
	X 術前チェックを行います。
	X 顕微鏡の照明ランプが許容範囲内にあるかどうか確認しま
す（ARveo 8 の取扱説明書を参照してください）。

テストを以下のように準備してください。
	X 一般的なテストには、GLOW800 の「_血管」または「_血管 + IGS」
プリセットを使用してください。
	X GLOW800 テストカードを顕微鏡の下に置いてください。
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警告

滅菌されていない GLOW800 テストカードによる感染の危険
	X 清潔環境で GLOW800 テストカードを使用しないでくだ
さい。
	X 非清潔環境でのみ使用してください。
	X 顕微鏡照明の点検は、非清潔環境でのみ行ってください。 
	X ARveo 8 が正確に同焦点設定されるように留意してくださ
い。同焦点の設定に関する指示に従ってください。

	X 作動距離（WD）を 325 mm に調整します。
	X 反射を避けるために、テストカードの上に少し（ただし十分な）角
度を付けて顕微鏡を配置します。
	X 同焦点の設定に関する指示に従ってください。
	X 最高倍率で顕微鏡を位置決めすることによってピントを合わせます
（作動距離の設定は変更しないでください）。
	X 位置決めと焦点合わせの後、倍率を 3.0× に調整します。
	X テストカードを視野の中央に移動します。
	X ハンドルの GLOW800 ボタンを押して GLOW800 モードに切り替え
ます。
	X 蛍光励起を 50 % に調整します。
	X 以上で GLOW800 テストカードを接眼レンズで、または白色光蛍光
によりオプションのモニターで観察することが可能になります。

W
D

 =
 3

25
 m

m

1	 顕微鏡オプティクスキャリア
2	 テストカード

接眼レンズの像

Leica GLOW800

Please read the Leica 
GLOW800 user manual!!

10 746 513-xx

0      1      2      3      4      5      6      7      8     9

Standard

白色光観察におけるテストカードの見え方：
色付きの四角の中の穴により、蛍光と白色光画像の調整を点検できます。

9.4	 テストカード機能領域
白色光蛍光観察モードでのテスト
	X 白色光画像を含む蛍光画像の調整が正しいかどうか点検してくだ
さい。
明るい蛍光点がすべて、色付きの四角の穴（A～ D）に正確に合っ
ている必要があります。

Leica GLOW800

Please read the Leica 
GLOW800 user manual!!

10 746 513-xx

0      1      2      3      4      5      6      7      8     9

C

DB

A

Leica GLOW800

Please read the Leica 
GLOW800 user manual!!

10 746 513-xx

0      1      2      3      4      5      6      7      8     9 E
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	X 下記条件下で蛍光強度を点検してください（A～ D）。
•	 WD = 325 mm
•	 倍率 = 3.0× 
•	 GLOW800 の励起 = 50 %

GLOW800 蛍光モードでは、少なくとも蛍光バー 0～ 6 が見えなけ
ればなりません（E）。
	X 蛍光疑似色が希望どおりのものであるかどうか点検してください。

Leica GLOW800

Please read the Leica 
GLOW800 user manual!!

10 746 513-xx

0      1      2      3      4      5      6      7      8     9

F

G

H

I

	X 白色光モードで白色光画像の色（F～ I）を確認します。
4 つの色付きの四角（赤、黄、緑、青）の淡色がビデオモニターに
おいて同じ色で表示される必要があります。

白黒蛍光観察モードでのテスト

Leica GLOW800
10 746 513

0–6

	X 下記条件下で蛍光強度を点検してください。
•	 WD = 325 mm
•	 倍率 = 3.0× 
•	 励起 = GLOW800 蛍光モードで 50 %
少なくとも蛍光バー 0〜6 が見えなければなりません。
	X 見えるバーがこれより少ないときは下記を確認してください。

•	 カードの有効期限が切れていないか
•	 しきい値が 0 %（下限）と 100 %（上限）に設定されているか
•	 照明システムが正常に動作しているか

•	 ランプの使用時間が許容範囲内か
•	 ライトガイドが正しい状態にあるか

	X さらに支援が必要なときはライカ マイクロシステムズまでご連絡く
ださい。

10	 操作
警告

未承認の蛍光媒体を使うと患者が負傷する危険があります。
	X 目的の用途のために承認された蛍光媒体のみを使用してく
ださい（例：インドシアニングリーン（ICG））。

GLOW800 を使用する際、ICG/GLOW800 の手順による血流の
可視化が不十分またはできない場合、ドップラー超音波などを
用意するようにしてください。

10.1	 GLOW800 の使用
	X ARveo 8 の照明をオンにします。
	X 術者プロファイルを選択します：「_血管」または「_血管 + IGS」
プリセット、または独自のGLOW800 術者プロファイルのいずれか
を選択します。

10.2	 GLOW800 の機能の操作
GLOW800 の機能の操作、例：顕微鏡の左ハンドル 

前のループ

左ハンドル 右ハンドル

GLOW800 ループ再生

ランプ+機能なし

ビデオを録画
画像
撮影

ランプ-

GLOW800 
ハンドルで白色光モードと GLOW800 モードを切り替えることができます。

	X モードを切り替えるには、ジョイスティックを左に押します。
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注意

GLOW800 の過度の照射により患者が負傷する危険があります。
GLOW800 モードは 180 秒後に自動的に無効になりますが、
GLOW800 を長時間、あるいは頻繁に使用すると、患者の皮膚
や組織にダメージを与えます。
	X 患者が GLOW800 の照射に過度に曝されないようにしてく
ださい。

GLOW800 モードは自動的に 180 秒以内に無効になり、患者が 
GLOW800 の照射に過度に曝されることを防止します。

ループ再生 
	X ジョイスティックを右へ押すと、記録ユニットに直近に録画された
ループの再生が開始されます。

前のループ
	X ジョイスティックを下方へ繰り返し押すことで、以前に録画された 

GLOW800 ループに戻ることができます。 

11	 お手入れとメンテナンス
GLOW800 は、ARveo 8 用のアクセサリーです。お手入れとメン
テナンスの方法については、ARveo 8の取扱説明書を参照して
ください。

12	 廃棄
本製品を廃棄するときは、各国の適用法令に従い、専門業者に廃棄処
分を依頼してください。装置梱包はリサイクル可能です。
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13	 こんなときは ...
電動部品が正しく動作しないときは、まず次の点を確認してください。
•	 電源スイッチが入っているか
•	 電源ケーブルが正しく取り付けられているか
•	 すべての接続ケーブルが正しく取り付けられているか
•	 すべてのビデオケーブルが正しく取り付けられているか

ARveo 8 に関する機能障害については、対応する取扱説明書を参照してください。

13.1	 キャリブレーション

症状 原因 対策

GLOW800 蛍光画像と白色光画像が正しく揃ってい
ない

両方の画像を合わせる設定が不適切。 	X 両方の画像が合うように設定を調整する必要が
あります。
	X ライカ マイクロシステムズまでご連絡ください。

13.2	 コントロールユニット

症状 原因 対策

ユーザーの解釈にとって不正確な情報が表示される 装置アルゴリズム較正の不具合 	X システムを再起動します。

不適切な操作前点検 	X 操作前の手順を繰り返してください。
	X ライカ マイクロシステムズまでご連絡ください。

システムが起動しない 電子的な不具合 	X ライカ マイクロシステムズまでご連絡ください。

「カメラとの接続が失われました」というエラーメッ
セージが表示される。

カメラ信号の喪失 	X システムを再起動します。
	X ライカ マイクロシステムズまでご連絡ください。

システムがフリーズする（反応しない） ソフトウェア初期化の不具合 	X システムを再起動します。

13.3	 制限

症状 原因 対策

高倍率で白色光像が鮮明でも GLOW800 の蛍光像
の焦点が合わない

高倍率では近赤外線の焦点と白色光の焦点が一致
しない可能性がある

	X 鮮明な GLOW800 画像が得られるまで倍率を
下げます。

蛍光像の一部（対象領域）は鮮明だが他の部分の
焦点が合わない

焦点の合わない蛍光像が対象物全体をカバーせず、
対象物上に蛍光がフロートしている

対象領域に焦点が合っていても、他の蛍光領域の焦
点が合わず、余計な蛍光のフロートが生ずることが
あります。蛍光領域全体にわたって焦点を合わせる
ことができなければ、この作用を避けることはでき
ません。



こんなときは...

	 GLOW800/注文番号 10 748 652/バージョン 01	 31

症状 原因 対策

フローシグナルが弱い /暗い、見えない、あるいは
ノイズが乗っている

高倍率および /または長い作動距離では蛍光信号が
非常に弱くなる

	X GLOW800 の照明 /励起を 100 % にし、倍率を
下げ、および /または可能ならば ICG 投与量を
増やします。

GLOW800 は、ICG 投与量が 12.5 mg/75 kg のとき
に、倍率または作動距離が大きくても良好な蛍光像
を形成します。

照明用ランプの効率が低下しており、交換が必要、ま
たは照明システムが仕様に適合していない（ファイ
バーライトガイドまたは照明光路の光透過率低下）

	X 照明用ランプの寿命および照明システムを点検
します。
	X 必要に応じてライカ マイクロシステムズの専門
技術者による調査を依頼します。

13.4	 ユーザーによる補正

症状 原因 対策

モニターに鮮明な GLOW800 画像も、鮮明な白色
光画像も表示されない

術者の接眼レンズの視度設定が不適切で、同焦点
の外で観察している

	X 鮮明なビデオ画像が受信できるように作動距離
を調整し、視度を正しく調整します。

フローシグナルが露出過度 微小血管や灌流の表示が明るすぎる。ボーラス時の 
ICG 投与量が多すぎる可能性もある

	X ICG 投与量を 12.5 mg/75 kg まで減らす、およ
び /または GLOW の明るさ（照明 /励起の強度）
を 50 % まで下げます。

フローシグナルが過飽和または強すぎる 信号の透過度がなくなり、信号がフラットであるよ
うに見える。GLOW の「強度」が高すぎる可能性も
ある

	X GLOW の「強度」を正常値 50 % またはそれ以
下に下げます。

フローシグナルが弱い 蛍光が微弱、微小血管内の流れが表示されない。
ICG 濃度が低すぎる可能性もある

	X 可能ならば ICG 投与量を増やします。

フローシグナルが弱すぎる GLOW の「強度」が低すぎる 	X GLOW の「強度」を上げます。標準値は 50  % 
です。

GLOW800 画像が十分な明るさでない 作動距離が短く、倍率が高いときは BrightCare に
よって GLOW800 の照明 /励起が低減されます。

	X 励起強度を最大にするため、GLOW800 に対し
ては BrightCare Plus を無効にします。

強い蛍光だけが GLOW800 画像に表示される。低
強度の蛍光および微小血管内のフローシグナルが
出ていない

下側しきい値レベルが高く設定されすぎている 	X 下側しきい値レベルを ≤8  % にし、あらゆる強
度の蛍光が表示されるようにします。

弱い蛍光が画像の大部分を占めている 外部の近赤外放射が検知・表示されている 	X GLOW800 が検知するスペクトル範囲の近赤外
光を発する外部光源をオフにする、および /ま
たは下側しきい値を 8 % に上げます。

蛍光信号が周囲の組織で反射されている 	X 下側しきい値を 8～ 12 % に上げます。

残留 ICG が弱い蛍光を発している 	X 下側しきい値を 8～ 12 % に上げます。



こんなときは...

32	 GLOW800/注文番号 10 748 652/バージョン 01

13.5	 不具合

症状 原因 対策

GLOW 画像が表示されない GLOW800 モードが有効になっていない 	X 蛍光 LED およびコントロールユニットが 
GLOW800 モードを示していることを確認します。
	X GLOW800 機能が意図したとおりのボタンとハ
ンドルに割り当てられているかどうかを確認し
ます。
	X テストカードを用いて適切なテストを行ってく
ださい。
	X 問題が解決しないときはライカ マイクロシステ
ムズにご連絡ください。

モニターに鮮明な GLOW800 画像が表示されない、
ただし白色光画像は鮮明（低倍率でも）

蛍光焦点面の調整不良。 	X ライカ マイクロシステムズまでご連絡ください。

余計な蛍光信号が特に視野外側に出る 視野外側では GLOW カメラが周囲の近赤外光
（>800  nm）を検知しているが、焦点はそれより低
い位置にある

	X GLOW800 の検知するスペクトル範囲の近赤外
光を発生する外部光源をオフにします。

GLOW の照明がキャビティの境界に当たって蛍光の
アーティファクトを発生させている

	X 対象領域以外が照明されないように留意します。

GLOW 蛍光ビデオイメージが全視野にわたって着色
している

手術用光源または手術室照明からの近赤外光が視
野に入射し、全視野にわたって蛍光カメラに検出さ
れている

	X 外部近赤外光源をオフにします。
	X 手術室内のこの光源を検出するには、顕微鏡の
照明をオフにし、GLOW モードで顕微鏡の焦点
を白紙の上に合わせます
	X 不正な信号が存在すれば、外部近赤外光が影
響しています。問題がなくなるまで手術室の光
源を順次オフにしてゆきます。

可視化装置でフロー信号が暗く表示される 観察位置が可視化装置の軸の下にあるか横にずれ
ていると画像が暗くなる

	X 観察方向と可視化装置の軸を一致させます。

13.6	 内蔵録画システム

症状 原因 対策

以前は動作していたのに、モニターに GLOW の蛍
光画像が表示されない

ARveo 8 の記録ユニットのディスクに空きスペース
がなくなった

	X ARveo 8 の記録ユニットの容量を確認してくだ
さい。
	X ARveo 8 の記録ユニットのディスクが満杯のと
きは、使用されていないユーザーデータを保存
のうえ、消去して空き容量を確保してください。
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14	 テクニカルデータ
14.1	 GLOW800 テクニカルデータ

蛍光励起 790 nm (GLOW800)
蛍光信号 835 nm (GLOW800)

GLOW800 スペクトル

画像センサー 4 × 1/1.2 インチ

NIR カメラ 高感度 HD カラーカメラ

ARveo 8 に関連するテクニカルデータについては、対応する取
扱説明書を参照してください。

カメラ画像サイズと実視野（FOV）の関係 

 

 

 

1 2 3

1	 カメラ画像サイズ
2	 視野
3	 画面サイズ

この図はカメラの画像サイズと、可視光用ビデオカメラおよび 
GLOW800 NIR カメラの視野との関係を示したものです。視野
全体が記録システムでカバーされるわけではないことに注意し
てください。

14.2	 対応システム

ライカ手術用顕微鏡 ARveo 8（10449157）

14.3	 周囲条件

使用時 +10°C ～ +30°C
（+50 °F～ +104 °F）
相対湿度 30～ 95 %
大気圧 800 mbar～ 1060 mbar

保管時 –30 °C～ +70 °C 
（-86°F～ +158°F） 
相対湿度 10～ 100 %
大気圧 500 mbar～ 1060 mbar

輸送時 –30 °C～ +70 °C 
（–86 °F～ +158 °F） 
相対湿度 10 %～ 100 % 
大気圧 500 mbar～ 1060 mbar

テストカードの保管および輸送時の許容最高温度は 30°C です。 
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15	 電磁適合性（EMC）に関する
製造者の宣言

GLOW800 は、ARveo 8 と組み合わせて試験されています。
EMC 宣言については、対応する取扱説明書を参照してください。



﻿
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